
QND Plus Ver.9.4 SP1 正誤表

2009年2月27日　クオリティ株式会社

マニュアルの内容に誤り、追記事項があります。下記、正誤対象表をご覧ください。

■ 導入 ・ メンテナンス編

ページ 見出し 誤 正

19
ホストの対応OS

表内「Windows」の詳細
バージョン

Windows XP Professional x64

Edition SP3
→ ＜削除＞

New51
レプリケーションサーバの
役割 右の記述を追加 →

8 「オプション」での設定

New69

3-2.インストール手順

手順18

注意:初回プル実行時

また、OSがWindows NT系で制限

ユーザでログオンしているホス

ト、OSがWindows Vistaのホスト

では、必ず管理者権限を持つアカ

ウントでログオンしてください。

→

また、OSがWindows NT4/Windows

Vistaのホストでは、必ず管理者

権限を持つアカウントでログオ

ンしてください。

New69

3-2.インストール手順

手順18

注意:初回プル実行時

右の記述を追加 →

ただし、次の条件をすべて満たす

場合は、制限ユーザでの初回プル

実行が可能です。

8ホストのOSがWindows 2000、Wi

ndows XP Professional、Win

dows Server 2003のいずれか

であること。

8QNDサーバに、ホストで利用可

能な管理者アカウント（*）が

登録されていること。

8QNDエージェントの実行ファイ

ルが配置されているディレク

トリ、またはQNDエージェント

の実行ファイルに対して管理

者アカウント（*）でアクセス

できること。

* QNDコンソールの［ツール］-

［オプション］-［管理者情報］

に登録されているアカウント。

76
タスクの自動実行の設定

手順6
右の記述を追加 →

注意:CLIENTINSTALLERディ
レクトリの配置先

パス名に2バイト文字が含まれて

いない場所へ配置してください。

2バイト文字が含まれていると、

メッセージが表示され、QNDエー

ジェントが実行されません。

New81

4-3.インストール手順

手順12

表内「項目」

標準 → 標準（UDP）



99
6-1.管理者情報に登録

手順4

ヒント:ログイン名とパスワード

ここで指定したログイン名がク

ライアントに存在しない場合は、

新しいアカウントが追加されま

す。指定したログイン名がクライ

アントに存在する場合は、そのア

カウントのパスワードが変更さ

れます。

→ ＜削除＞

99
6-1.管理者情報に登録

手順4

注意

ログイン名が既に存在していて、

所属するグループがadministra

torsグループ以外の場合は、その

ログイン名の所属するグループに

Administratorが追加され、パス

ワードも変更されます。ドメイン

のパスワードは変更できません。

→ ＜削除＞

100
6-2.管理者情報をホストの
アカウントとして登録する

手順6
右の記述を追加 →

ヒント:ログイン名とパスワード

ここで指定したログイン名がク

ライアントに存在しない場合は、

新しいアカウントが追加されま

す。指定したログイン名がクライ

アントに存在する場合は、そのア

カウントのパスワードが変更さ

れます。

100
6-2.管理者情報をホストの
アカウントとして登録する

手順6
右の記述を追加 →

注意

ログイン名が既に存在してい

て、所属するグループがadmin

istratorsグループ以外の場合

は、そのログイン名の所属する

グループにAdministrator が追

加され、パスワードも変更され

ます。ドメインのパスワードは

変更できません。

New116
2-4.ホストのバージョン
アップ 右の記述を追加 →

ホストのOSがWindows NT系の場

合は、OSに管理者アカウントで

ログオンしている必要がありま

す。制限ユーザでログオンして

いる場合は、QNDコンソールの

［ツール］-［オプション］-［管

理者情報］に、ホストで利用で

きる管理者アカウントが登録さ

れている必要があります。

New119
4.トラブルシューティング

表内「失敗ケース」
特定の環境（*）下で「QPオプション

とSUのインストール」に失敗する
→ ＜削除＞

New119
4.トラブルシューティング

表内「失敗ケース」

「QPオプションとSUのインストー

ル」ができない
→ ＜削除＞

New119
4-1.クライアントプログラ
ムのリモートインストール
ができない場合

＜4-1内の記述＞ → ＜削除＞

ページ 見出し 誤 正



■ 運用編

ページ 見出し 正

New125

2-1.サーバ用タスクを設定
する

手順4の画像

ページ 見出し 誤 正

New127 2-3.バックアップ

QNDサーバのデータをバックアッ

プについては、次の参照先を参照

してください。

→

QNDサーバデータのバックアッ

プについては、次の参照先を参

照してください。

New132

タスクを使ったアンインス
トール

表内「［配布］」の説明

8［セットアッププログラム名］
タブで、ユーティリティプロ
グラムの場所をUNCパスで入
力する

→

8［セットアップ］タブの「セッ
トアッププログラム名」に、
ユーティリティプログラム
の場所をUNCパスで入力する

New132

タスクを使ったアンインス
トール

表内「［配布］」の説明

8［セットアッププログラム名］
タブの「セットアップの終了
を検知する方法」で［検知し
ない］をオンにする

→

8［セットアップ］タブの「セッ
トアップの終了を検知する
方法」で［検知しない］をオ
ンにする

146 対象OS
Windows XP Professional x64

Edition SP3
→ ＜削除＞

ページ 見出し 誤 正

New72
分散スケジュールを設定する

手順8
右の記述を追加 →

注意:分散スケジュールの実行
開始日

分散スケジュールは、設定した翌

日から実行されます。設定した当

日は実行されません。

New121

8-2.タスクを設定して実行
する

手順7

［プラグインインベントリを収

集］プルダウンメニューから、

［QPRO (Win)］を選択し、［追加］

をクリックします。

→

［プラグインインベントリを収

集］プルダウンメニューから、

［QPRD (Win)］を選択し、［追加］

をクリックします。

New155

1-1.全ソフトウェア一覧を
確認する

手順1

表内「インストール済」の
説明

詳細は、「指定したソフトウェア

が未インストールのホストを確

認する」（P.156）参照

→

詳細は、「特定のソフトウェアが

インストールされているホスト

を確認する」（P.157）参照



New155

1-1.全ソフトウェア一覧を
確認する

手順1

表内「未インストール」の
説明

詳細は、「特定のソフトウェアが

インストールされているホスト

を確認する」（P.157）参照

→

詳細は、「指定したソフトウェア

が未インストールのホストを確

認する」（P.156）参照

New204

4-1.レジストリの値を変更
する

手順13

「レジストリ」が閉じ、 「レ

ジストリエントリの取得」に選択

した内容が表示されます。

→

「レジストリ」が閉じ、 「レ

ジストリエントリの設定/削除」

に選択した内容が表示されます。

New204

4-1.レジストリの値を変更
する

手順16

「レジストリ」が閉じ、 「イ

ンストールするソフトウェアの

プロパティ」に戻ります。

→

「レジストリエントリの設定/

削除」が閉じ、 「インストー

ルするソフトウェアのプロパ

ティ」に戻ります。

New219

MACアドレスインベントリ
を収集するタスクを設定し
て実行する

手順5

タ ス ク の 実 行 対 象 ホ ス ト が

Windows NT系の場合、表示ツリー

か ら、［一 般］を ク リ ッ ク し、

［Switch Userを使用する］にチェッ

クを入れます。

→

「取得待ち時間」に、MACアドレ

ス取得を行う際の1台ずつの待

ち時間を入力します。

（単位：ミリ秒）

New219

MACアドレスインベントリ
を収集するタスクを設定し
て実行する

手順6

「取得待ち時間」に、MACアドレス

取得を行う際の1台ずつの待ち時

間を入力します。（単位：ミリ秒）

→

タスクの実行対象ホストが

Windows NT系の場合、表示ツリー

から、［一般］をクリックし、

［Switch Userを使用する］にチェッ

クを入れます。

New240

フィルタを作成してホスト
を抽出する

手順11

「条件設定」が閉じ、 「フィ

ルタの設定変更」にフィルタ条件

が追加されます。

→

「条件設定」が閉じ、 「フィ

ルタの作成」にフィルタ条件が

追加されます。

New282 注意事項

8ユーザがログオン画面で［キャ

ンセル］をクリックし、Windows

にログオンしていない場合、リ

モートコントロール、メッセー

ジ送受信、プロセス監視が正常

に動作しない場合があります。

→

8ホストがWindowsにログオン

していない場合、リモートコン

トロール、メッセージ送受信、

プロセス監視が正常に動作し

ない場合があります。

New282 注意事項 右の記述を追加 →

8Windowsのリモートデスクトッ

プ接続機能で、コンソールセッ

ション接続（/console）されて

いる場合、QNDのリモートコン

トロールが正常に利用できま

せん。

ページ 見出し 正

315
1-3.定期的にメールサーバ
と接続できる場合

画像

ページ 見出し 誤 正



New334
タスクを実行する

手順2

「タスクのプロパティ」の［イ

ンベントリ設定］で設定した内容

にしたがって、インベントリが

FTPサーバに送信されます。

→

「タスクのプロパティ」の［イ

ンベントリ送信］で設定した内

容にしたがって、インベントリ

がFTPサーバに送信されます。

New350

Macintosh用モジュールを
QNDサーバにコピーする

手順
＜手順3以降＞ →

3 MacAgent/QNDPlus/binを参照

します。

4 MacAgent/QNDPlus/binフォル

ダを Windows/Macintosh 共有

フォルダ「Microsoft UAM Vol

ume」にコピーします。

5 QNDサーバのサービス［Appli

cation Integrate Server］を

停止します。

6 4でコピーしたbinフォルダを

（QND サーバのインストール

ディレクトリ）\binへ上書き

保存します。

7 （QNDサーバのインストール

ディレクトリ）\bin\MAC内の

ja、en-us、zh-cnディレクト

リに保存されているqndamac.

ex_ファイルが読み取り専用

になっていないかどうかを確

認します。

読み取り専用になっている場

合は、読み取り専用のチェッ

クを外してください。

8 QNDサーバのサービス［Appli

cation Integrate Server］を

開始します。

9 スレーブサーバを配置してい

る場合は、4でコピーしたbin

フォルダをスレーブサーバの

（QND サーバのインストール

ディレクトリ）\binへ上書き

保存します。

New351 3-4.QNDエージェントを送る 右の記述を追加 →

Mac OSX10.4以降用の実行ファ

イルの場合は、この2つの方法に

限らず、Windows用の実行ファイ

ルと同様の方法（ファイルサー

バを利用するなど）でQNDエー

ジェント送ることができます。

357
ソフトウェア情報

表内「ソフトウェア情報」の
収集対象アプリケーション

endmail → sendmail

New403

QNDサーバにCSVファイルを
インポートする

手順8
［閉じる］をクリックします。 → 画面を閉じます。

ページ 見出し 誤 正



■ リファレンス

ページ 見出し 正

New405

既存インベントリファイル
を作成する

手順1

CSVファイルの例

"社内管理番号","ユーザ名","設置部署","購入年月日","内線番号","設置場所"

"A001","XXX XXX","営業部","2007/01/16","208","2F"

"A002","XXX XXX","営業部","2007/01/16","208","2F"

"A003","XXX XXX","営業部","2006/06/30","208","2F"

"A004","XXX XXX","総務部","2007/01/16","310","3F"

"A005","XXX XXX","総務部","2007/01/16","310","3F"

ページ 見出し 誤 正

New412

8-1.ODBCドライバを使用す
るための準備をする

手順4

現在ログイン中のユーザが、使用

中のPCでのみODBCドライバを利

用する場合は［ユーザーDSN］を、

すべてのユーザが利用できるよ

う設定する場合は［システムDSN］

タブをクリックします。

→

現在ログイン中のユーザが、使用

中のPCでのみODBCドライバを利

用する場合は［ユーザーDSN］タ

ブを、すべてのユーザが利用でき

るよう設定する場合は［システム

DSN］タブをクリックします。

ページ 見出し 誤 正

New31

「全スケジュール一覧（ク
ライアント用）」-［一覧表
示］タブ

表内「コピー」の説明

右の記述を追加 →

設定方法は次のとおりです。

1. 設定されているスケジュー

ルを選択します。

2. 右クリックして表示される

コンテキストメニューで［コ

ピー］を選択します。

3. いったん「全スケジュール一

覧（クライアント用）」を閉

じます。

4. スケジュールをコピーする

ホストを選択して、メニュー

の［スケジュール］-［スケ

ジュールの貼り付け］をク

リックして、スケジュールを

貼り付けます。

New36 タブの内容をCSV出力する 右の記述を追加 →

ヒント:CSVファイルの出力先

全ソフトウェア一覧からCSV出力

すると、デフォルトでは（QNDサー

バのインストールディレクトリ）

\TEMP\SoftwareList内にCSVファ

イルが出力されます。

また、「サーバ固有の設定」画面

の［CSV設定］からCSV出力する

と、同画面の［CSVファイル保存

用ディレクトリ名:］で設定した

場所にCSVファイルが出力され

ます。

New45
「宛先の設定」

表内「追加」の説明
「メッセージ編集」が表示されます。 → ＜削除＞

New89

9-2.iAMTによるホスト検索
/登録

表内「ホスト名」
ホスト名 → iAMTアドレス



New100

2.SU/QP/RCオプション

表内「Switch Userをイン
ストールする」の説明

右の記述を追加 →

注意:初回プル実行時

初めてタスクをプル実行するホ

ストでは、必ずWindowsディレク

トリに書き込み権限があるアカ

ウントでログオンしてください。

また、OSがWindows NT4/Windows

Vistaのホストでは、必ず管理者

権限を持つアカウントでログオ

ンしてください。SUのインストー

ル後は、制限ユーザでログオンし

ていても管理者権限が必要な処

理ではユーザが自動的に切り替

わります。

ただし、次の条件をすべて満たす

場合は、制限ユーザでの初回プル

実行が可能です。

8ホストのOSがWindows 2000、Wi

ndows XP Professional、Win

dows Server 2003のいずれか

であること。

8QNDサーバに、ホストで利用可

能な管理者アカウント（*）が

登録されていること。

8QNDエージェントの実行ファイ

ルが配置されているディレク

トリ、またはQNDエージェント

の実行ファイルに対して管理

者アカウント（*）でアクセス

できること。

* QNDコンソールの［ツール］-

［オプション］-［管理者情報］

に登録されているアカウント。

108
4-1. ソフトウェアインベ
ントリを収集

表
右の記述を追加 →

注意:ワイルドカードの指定
方法

ファイル名と拡張子に「*」を指

定できます。

例)「a*.e*」、「*.*」、「*.exe」

ただし、ファイル名と拡張子に

ついて、「*」以降の文字列は検

索 条 件 と な ら な い た め、

「*a.exe」、「*a*.exe」、「*a.*」な

どを指定した場合、意図した

ファイルは収集されません。

New123
必要なディスク容量の目安

表内「条件」
［ファイルコピー］を選択した場合 → ＜削除＞

New127

転送元ファイル名（転送先
ディレクトリ名）で利用で
きる環境変数

表下説明

［転送先ファイル名］のみに設定し

た場合、接続先QNDサーバのCD-ROM

ドライブパスとして変換します。

→

［転送元ファイル名］のみに設定

した場合、接続先QNDサーバの

CD-ROMドライブパスとして変換

します。

ページ 見出し 誤 正



New135

9-2.ポリシの内容

表内「デスクトップ上のす
べてのオブジェクトを隠
す」のWin9xとWinNT

右の記述を追加 → ○

New137
10-1.「ホストグループの
選択」

「タスクのプロパティ」-［実行管

理］で、［実行制限］欄内の［実

行可能なグループ・フィルタから

設定］にチェックを入れると、［実

行制限］欄内［追加］がアクティ

ブになります。

→

「タスクのプロパティ」-［実行

管理］で、［実行制限］欄内の［実

行可能なグループ・フィルタを

設定］にチェックを入れると、

［実行制限］欄内［追加］がアク

ティブになります。

New163

1.サーバ管理

表内「パケット分割サイズ
(byte)」の説明

一般的な目安として、ネットワー

ク が 混 雑 し て い る 場 合 は

1024byteで、効率の良いネット

ワークの場合には8192byte程度

に設定します。

→

一般的な目安として、ネット

ワークが混雑している場合は

1024byteで、効率の良いネット

ワークの場合には4096byteに設

定します。（最大4096byte）

New166

3.インベントリ

表内「メールサーバアドレ
ス」の説明

「タスクのプロパティ」-［インベ

ントリ送信］の［インベントリを

ファイルとして取得］の［送信す

るメールサーバアドレス］に設定

したメールサーバアドレスを入

力します。

→

「タスクのプロパティ」-［イン

ベントリ送信］の［インベント

リを電子メールで取得］の［送

信するメールサーバアドレス］

に設定したメールサーバアドレ

スを入力します。

New168
4.インベントリ表示

表内「場所を指定」の説明

［...］をクリックするとディレク

トリを選択するための「QNDエー

ジェントを共有するディレクト

リ」が表示されます。

→

［...］をクリックするとディレ

クトリを選択するための「QNDイ

ンベントリディレクトリ」が表

示されます。

New174

マスターサーバ/スレーブ
サーバが使用するポート番号

表内
右の記述を追加 →

APPサーバ 1024～5000 → マス

ターサーバ 29001 TCP

APPサーバと接続するポート

New174

マスターサーバ/スレーブ
サーバが使用するポート番号

表内
右の記述を追加 →

スレーブサーバ 1024～5000 →

マスターサーバ 3500 TCP

スレーブサーバからの要求を受

けるポート

New174

マスターサーバ/スレーブ
サーバが使用するポート番号

表内
右の記述を追加 →

QNDサーバ 1024～5000 → ホス

ト 445(SMB)/135(RPC) TCP

リモートインストール時に使用

するポート

New174

マスターサーバ/スレーブ
サーバが使用するポート番号

表内
右の記述を追加 →

QNDエージェント 1024～5000 →

QNDサーバ 445(SMB) TCP

リモートインストール時に使用

するポート

New176

QNDホスト利用時に使用す
るポート番号

表内
右の記述を追加 →

RCオプション 1024～5000 →

QNDサーバ/QNDコンソール 5500

TCP

RCオプションからの要求を受け

るポート

New176

QNDホスト利用時に使用す
るポート番号

表内 最終行

RCオプション 1024～5000 →

ACPCサーバ 1024～5000

RCオプションからの返信を受け

るポート

→ ＜削除＞

ページ 見出し 誤 正



New208 6-4.HW-DMI

DMI情報を表示するには、QNDコン

ソールで、「タスクのプロパティ」

-［ハードウェア/インベントリ］

の［DMIを使用する］にチェック

を入れたタスクを実行して、ハー

ドウェアインベントリを収集す

る必要があります。

→

DMI情報を表示するには、QNDコ

ンソールで、「タスクのプロパ

ティ」-［ハードウェア/プラグ

イン］の［DMI を使用する］に

チェックを入れたタスクを実行

して、ハードウェアインベント

リを収集する必要があります。

New233

CSVファイルとして出力す
る台帳や出力先を指定する

手順1

（QNDサーバのインストールディ

レクトリ）\QIV\SRVDDAT\util

\OutputCSV.ini.sampleファイル

をメモ帳等のアプリケーション

で開きます。

→

（QNDサーバのインストールディ

レクトリ）\QIV\SRVDAT\util

\OutputCSV.ini.sample ファイ

ルをメモ帳等のアプリケーショ

ンで開きます。

New263

6-3.［リモートコントロー
ル］タブでの設定

表内「圧縮表示モード」の
説明

QNDコンソールでホストを右ク

リックして「ホストの状態」から

リモートコントロールを開始す

る場合は、圧縮表示モードで表示

され、モードを変更することはで

きません。

→

QNDコンソールでホストを右ク

リックして「ホストの状態」か

らリモートコントロールを開始

する場合は、この設定に関係な

く、通常の表示モードで表示さ

れます。

ページ 見出し 誤 正


	QND Plus Ver.9.4 SP1 正誤表
	■ 導入・メンテナンス編
	■ 運用編
	■ リファレンス


